
や
つ
お
春
雄
一
般
質
問 

       

（
１
）
広
報
こ
う
り
ょ
う
の
編
集
方

針
に
つ
い
て 

 

（
問
）
広
報
こ
う
り
ょ
う
の
年
度
編
集

方
針
に
つ
い
て
、
情
報
公
開
制
度
を
活

用
し
て
請
求
し
た
が
「
存
在
し
な
い
」

と
拒
絶
さ
れ
た
。
町
内
全
戸
に
配
布
す

る
町
の
基
本
的
媒
体
に
方
針
が
な
い
と

は
俄
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
。
本
年
一
月

号
で
は
町
会
議
員
で
あ
る
萱
野
区
長
の

活
動
が
特
集
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

区
長
（
自
治
会
長
）
及
び
町
会
議
員
の

中
に
分
断
を
も
た
ら
す
も
の
で
許
さ
れ

な
い
。
議
員
は
地
位
利
用
を
疑
わ
れ
る

こ
と
は
や
め
よ
う
と
い
う
の
で
、
区
長

（
自
治
会
長
）
と
の
兼
任
を
行
わ
な
い

こ
と
を
既
に
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。 

（
町
長
）
最
終
決
裁
は
私
が
行
っ
た
。

読
者
に
よ
っ
て
は
様
々
な
受
け
止
め
が

あ
る
と
思
う
が
、
特
定
の
議
員
活
動
を

評
価
し
て
い
る
と
い
う
認
識
は
な
い
。 

（
２
）
箸
尾
準
工
業
地
区
開
発
に
つ
い

て 
 

（
問
）
同
開
発
予
定
地
に
は
「
周
知
の

遺
跡
」
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
開

発
に
当
た
っ
て
は
、
法
令
で
定
め
ら
れ

た
事
前
の
調
査
に
と
ど
ま
ら
ず
試
掘
も

行
い
保
全
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。 

（
理
事
者
）
町
も
同
様
の
認
識
で
あ
り
、

代
替
地
も
含
め
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
調
査
（
発
掘
含
む
）
を
行
い
、
遺
跡

の
保
全
に
努
め
る
計
画
で
あ
り
、
予
算

も
計
上
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
３
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て 
 

 

（
問
）
最
近
、
東
京
都
千
代
田
区
の
「
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」
な

る
団
体
か
ら
各
戸
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
発
行
申
請
書
を
作
成
し
、
川
崎

東
郵
便
局
の
私
書
箱
に
郵
送
せ
よ
と
の

書
面
が
届
い
て
い
る
。
こ
の
機
構
の
理

事
長
は
２
月
末
に
シ
ス
テ
ム
障
害
を
起

こ
し
た
み
ず
ほ
銀
行
出
身
で
、
平
理
事

に
は
総
務
省
へ
の
高
額
接
待
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
N

T

T
出
身
者
も
い
る
。

広
陵
町
長
宛
の
申
請
書
を
神
奈
川
県
に

送
れ
と
い
う
の
も
異
様
だ
。
個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
も
EU
が
定
め
た
一

般
デ
ー
タ
保
護
規
制=

G
DP

R

が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
不
当
な
情
報
収
集
を
防
止

す
る
シ
ス
テ
ム
も
必
要
で
は
な
い
の
か
。 

（
理
事
者
）
町
内
の
カ
ー
ド
取
得
率
は

25
％
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
普

及
に
努
め
て
い
る
。GD

PR

は
初
見
だ
が
、

既
に
法
定
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
保
護

法
で
対
応
で
き
る
。 

      

山
田
美
津
代
一
般
質
問 

       

（
１
）
P

C

R
検
査
を
町
民
が
何

回
で
も
受
け
ら
れ
る
体
制
を
。 

（
問
）
今
、
大
阪
府
で
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
民
間
検
査
会
社
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

は
な
く
町
民
が
コ
ロ
ナ
か
ど
う
か
心
配

な
方
や
親
の
介
護
を
兄
弟
で
交
代
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
検
査
を
受
け
て
介
護

を
し
た
い
方
な
ど
が
い
つ
で
も
何
回
で

も
無
償
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
町
が
民
間

検
査
会
社
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
？ 

（
町
長
）
症
状
が
な
い
方
に
対
し
臨
床

的
判
断
に
基
づ
か
な
い
検
査
は
実
施
し

な
い
。 

（
２
）
高
齢
化
に
よ
る
難
聴
者
へ
の
支

援
を
。 

（
問
）
高
齢
に
な
る
と
耳
が
聞
こ
え
づ

ら
く
な
り
ほ
っ
て
お
く
と
認
知
症
が
進

ん
で
し
ま
う
こ
と
はW

H
O

で
も
厚
労
省

で
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
へ
の

支
援
を
実
施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
町
で
も
支
援
を
す
べ
き
で
す
。
又
、

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
ル
ー
プ
ヒ
ア
が
聞

き
取
り
や
す
い
の
で
各
課
に
置
く
べ
き

だ
。
磁
気
ル
ー
プ
も
設
置
を
。 

（
町
長
＆
福
祉
部
長
）
磁
気
ル
ー
プ
は

県
が
貸
し
出
し
を
始
め
る
の
で
設
置
の

必
要
性
は
な
い
。
ル
ー
プ
ヒ
ア
は
各
課

の
必
要
性
を
見
て
設
置
を
進
め
た
い
。

福
祉
課
に
言
語
聴
覚
士
の
資
格
者
は
い

な
い
の
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
難

聴
者
の
支
援
体
制
は
取
れ
な
い
。 

         

（
３
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
へ
の
町

と
し
て
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

（
問
）
女
性
蔑
視
発
言
に
よ
り
森
前
総

理
は
五
輪
組
織
委
員
会
会
長
を
辞
任
し

た
。
五
輪
の
精
神
や
S

D

G
ｓ
に
掲

げ
て
い
る
こ
と
に
も
反
す
る
と
多
く
の

批
判
が
出
さ
れ
た
。
日
本
の
「
男
女
平

等
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
153
か
国
中
121
位
で

恥
ず
か
し
い
限
り
だ
が
、
町
と
し
て
男

女
平
等
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
ビ
ジ
ョ

ン
は
ど
う
か
。 

（
町
長
＆
教
育
長
）
教
育
が
大
事
な
の

で
、小
学
校
で「LG

B
T

に
対
す
る
理
解
」、

の
講
座
や
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
実

施
。
又
、
町
内
事
業
者
5
社
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
し
て
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
の
促
進
，
子
育
て
中
の
方

対
象
に
「
働
く
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
、」
な
ど

実
施
す
る
。 

    

                                     

 

 

 

ループヒアで打ち合わせもスム

ーズに進められそうです 

 

町長宛文書を川崎東🏣へ送

れ！？ 

敬称略、○は賛成✕は反対 日本共産党 公明党 無  所  属 結果（議長は採決に参加しません） 

報告・議案・決議等 八尾 

春雄 

山田 

みつよ 

吉

村 

眞 

山 

村 

坂 

口 

堀

川 

千

北 

笹

井 

坂

野 

谷 吉 

村 

裕 

岡 

本 

青 

木 

岡

橋 

 

3 月定例議会において、日本共産党議 

員団は 31 議案中(継続審査を除く)23 

議案に賛成 8 議案に反対しました。 

議案 4 号 靴煙（受動喫煙）規制 ✕ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ 賛成 11 反対 2 で可決 

議案 8・25 号 介護保険料値上げ、

第 8 期（令和 3～5）介護福祉計画、

令和 3 年度予算（介護保険） 

✕ ✕ ○ ○ ✕ ○ ○ ○ 長 ✕ ○ ○ ○ ○ 賛成 9 反対 4 で可決 

令和 3 年度予算（一般・国保・ 

後期高齢医療・学校給食） 
✕ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ 賛成 11 反対 2 で可決 

 

 


